










羽 生 清 『装 飾 とデ ザ イ ン』
昭和堂1999年211ページ
榊原吉郎/京都市立芸術大学
「装飾 と民族」,「技 術 と社会」 と大 き く二
つ の章 に大 き く分 け られ,そ れぞれに九 っの
節 を立 てた本書 は,"あ とが き"に 記 され る
よ うに,著 者 の勤務先で ある京都芸術短期大
学 におけ る二十年余 におよぶ講義やゼ ミのな
かで思索 し育 まれてきた世界が収録 されて い
る。
す こ し細か くなるが,十 八の節の表題を辿 っ
てみ るζ,著 者の意 図が明確 にな って くる。
〔風土 と形〕か ら始 ま り,〔饕餮文様〕,〔蛇文
様〕,〔唐草〕,〔水 の意 匠〕,〔アール ・ヌー
ヴォー〕,〔アール ・デ コ〕,〔魯迅〕,〔民族意
匠〕へ と展開す る節が 「装飾 と民族」 に纏 め
られる。後半 の 「技術 と社会」 で は 〔技術 の
哲学〕,〔ロ シァ アヴ ァンギャル ド〕,〔バ ゥ
ハ ウス〕,〔モホイeナ ジ〕,〔使用 のプロセス〕,
〔大衆 の登場〕,〔不 易流 行〕,〔知覚 と真理〕,
〔パ ター ン〕 の節が設 け られて いる。 これ ら
の表題か ら推 測 され るよ うに,西 欧 と東洋 ・
日本の文化,も う少 し突 っ込 んで捉 らえてみ
ると,両 洋 のデザイ ン論 が展 開 していること
になる。それぞれ に羽生 さんが構築 して きた
華麗 なデザイ ン論の世界が存在 す る。 そ こに
はハ ブ ・ワール ドとで も名付 けたいよ うな,







きるのか」 と鋭 く問いかける。本来自然 と共
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土 一 人間学的考察 一 』が登場 して くる。
砂漠を体験 した羽生さんは,和辻の視点が観
念的であり図式的あると指摘 しなが らも,
















私事であるが,ヴ ォリンゲルの 『抽象 と感
情移入』には青春のほろ苦い思い出が重なり,


















ゲルたちの子孫は,今 日彼 らの足下深 くに隠
れていた 『グリーンマン』の古層に気付 き,































































































捉 らえ方 に疑問が生 じる。つまり,それは心














































なる意味を保有 していた。 レヴィ=ス トロー
スの解釈では解決 し切れない部分が残 る。
しかし,羽生さんが饕餮の文様のなかで云
いたかったことは,レ ヴィ=ス トロースの解
釈論ではなく,次のように結論する表現にあ
ると思 う。
「殷王朝は,饕餮の目,祖先からの眼差 し
の前に地固めをした。過表か らの光を帯びた
饕餮の目は,人 々を厳 しく伝統の中に囲い込
んだ。デザイン所産を前にして,私 たちは,
先祖伝来の慣習で もなく,自分の判断でもな
く,仮定法としてのみ存在する他人の目を観
客 として身を繕う。饕餮の目が変らぬ光を宿
していたのに対 して,形 を持たない私のなか
の他人は,脈絡もなく変化する。現代の祭器,
デザイン所産の並ぶ密やかな祝祭のなかで,
私は許されたささやかな変身を試みて生きる」
さきに,読書の難関は書物の初めにあり,
それを越えると後は比較的に楽である,といっ
たがハブ ・ワール ドには深い谷があり高い山
が聳え,大平原,広 い海が展開 している。そ
の一部を覗いたに過ぎないのであるが,魅カ
ー杯の世界であることは間違いない。議論の
種が至る所に蒔かれており,知的好奇心をい
たく刺激する。紙数もな くなり,後 は読者の
好奇心に委ねることにする。
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